
石張護岸工 割れ

護岸基礎工 滑落

5m

23.2m

根固め工 沈下

10m8m

被災前基礎高

根固め工

石張護岸工

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により大井川で護岸損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（石張護岸工など）を実施

し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県焼津市西島地先

100,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（大井川水系大井川）

ヤイヅ ニシジマ

100,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、石張護岸工などを実施する

オオイ

【平面図】

施行箇所

静岡県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

浸水想定範囲

大井川

多目的緊急河川敷道路

A’
A

推進費施行区間 L=50m
護岸改修工 L=50m
測量設計費N=1式

写真①

護岸の損傷
L=50m

写真②

推進費施行区間

護岸の損傷
L=50m



推進費施行区間

【拡大図】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により天竜川で護岸損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（コンクリートブロック積み

工など）を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県上伊那郡箕輪町東箕輪地先

100,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川上流）

カミイナ ミノワ ヒガシミノワ

100,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、コンクリートブロック積み工などを実施する

テンリュウ

施行箇所

長野県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真②

被災前

被災後

洗掘

低水護岸が沈下

3.6m

5.0m

3.3m

4.5m 7.5m

被災前河床高

被災後河床高

根固め工

コンクリートブロック積み工

推進費施行区間 L=60m
護岸改修工 L=60m

A
A’

【平面図】

推進費施行区間

【浸水想定図】

浸水想定範囲

護岸の損傷（沈下）

写真①



【拡大図】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により天竜川で根固め工の損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（根固め工など）を実施

し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県下伊那郡高森町山吹地先

372,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川上流）

シモイナ タカモリ ヤマブキ

372,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根固め工などを実施する

テンリュウ

施行箇所

長野県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

洗
掘 沈

下

14.0m 8.0m

4.0m
根継工

根固め工

病院

要配慮者利用施設消防署

③推進費施行区間 L=42m
護岸改修工 L=42m
測量設計費 N=1式

②推進費施行区間 L=106m
護岸改修工 L=106m
測量設計費 N=1式

①推進費施行区間 L=72m
護岸改修工 L=72m
測量設計費 N=1式

浸水想定範囲

【平面図】

①推進費施行区間

写真①

②推進費施行区間

③推進費施行区間

写真② 写真③

A’
A



水制ブロック沈下

水制ブロック流出

被災箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により木曽川で水制ブロックの沈下が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に水制ブロック工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

国土交通省

愛知県江南市鹿子島地先

253,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（木曽川水系木曽川）

コウナン カノコジマ

253,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、水制ブロック工を実施する

キ ソ

【平面図】

施行箇所

愛知県

【位置図】 【断面図】Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

水制ブロック工

約9m 約14m

黒色：既設、赤色：新設

A

A’



木工沈床の損傷

木工沈床の損傷

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により藁科川で木工沈床の損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（根固め工など）を実施

し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市葵区牧ケ谷地先

180,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（安倍川水系藁科川）

アオイ マキガヤ

180,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根固め工などを実施する

ア ベ ワラシナ

【平面図】

施行箇所

静岡県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

浸水想定範囲

写真① 写真②

本堤の基礎部分
木工沈床が損傷

10.8m

木工沈床

7.3m

4.5m 根固め工

根継工

高等学校

①推進費施行区間 L=50m
護岸改修工 L=50m
測量設計費 1式

②推進費施行区間 L=50m
護岸改修工 L=50m
測量設計費 1式



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により藁科川で木工沈床の損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に根固め工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市葵区飯間地先

35,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（安倍川水系藁科川）

アオイ ハンマ

35,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根固め工を実施する

ア ベ ワラシナ

【平面図】

木工沈床 本堤の基礎部分
木工沈床が損傷

10m

根固め工施行箇所

静岡県

【位置図】

小学校

A’

A

推進費施行区間
根固め工 L=40m
測量設計費 N=1式

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

木工沈床が
破損・流出

上流側：根固め工あり

推進費施行区間

木工沈床が流出

推進費施行区間

浸水想定範囲

写真① 写真②



推進費施行区間 L=30m
根固め工 L=30m
測量設計費 N=1式

A’
A

【拡大図】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月6日～7日の豪雨により太田切川で根固め工の損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に根固め工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県上伊那郡宮田村大田切地先

55,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（天竜川水系太田切川）

カミイナ ミヤダ オオタギリ

55,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根固め工を実施する

テンリュウ オオタギリ

【平面図】

施行箇所

長野県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

根固め工
洗掘

ブロック沈下・流失

6.0m

写真②

根固めブロックの沈下・流出

【被災後】【被災前】写真①



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月25日～26日の豪雨により鈴鹿川派川で高水敷陥没が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的にコンクリート被覆工などを実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

三重県四日市市楠町地先

22,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（鈴鹿川水系鈴鹿川派川）

ヨッカイチ クス

22,000

令和５年４月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、コンクリート被覆工などを実施する

スズカ ハセン

【平面図】

施行箇所

三重県

【位置図】
コンクリート被覆工＋根固め工

間詰石

10m 3m

3m

ブロック2t

【断面図】Ａ-Ａ’断面

浸水想定範囲

高水敷が陥没

写真① 【復旧イメージ図】

根固め工

コンクリート被覆工

写真②
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護岸損傷

太
田
川

写真⑤
被災状
況

護岸損傷

太
田
川

護岸

基礎

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月6日～8日の豪雨により太田川で護岸損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（コンクリートブロック積み

工など）を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

広島県広島市安佐北区安佐町後山地先

125,000

（９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（太田川水系太田川）

アサキタ ア サ ウシロヤマ

125,000

令和５年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、コンクリートブロック積み工などを実施する

オオタ

【平面図】

施行箇所

広島県

【位置図】 【断面図】Ａ-Ａ’断面

写真②写真①

H.W.L

コンクリートブロック積み工

5m6m

根固め工

護岸基礎
被災前河床高

写真②

被災後河床高

洗掘深
2.5m

5m
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推進費施行区間 L=40m
護岸改修工 L=40m
測量設計費 N=1式

写真②

A’

A
太田川

写真①



太田切川

推進費施行区間 L=150ｍ

護岸改修工 L=150ｍ

写真②

写真①

測量設計費N=1式

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月7日～8日の豪雨により太田切川で護岸の損傷が生じた。

今後の豪雨によって河岸洗掘が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（根継工など）を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県上伊那郡宮田村大久保地先

225,000

（１０） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（天竜川水系太田切川）

カミイナ ミヤダ オオクボ

225,000

令和５年５月の豪雨により被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根継工などを実施する。

テンリュウ オオタギリ

【平面図】

施行箇所

長野県

【位置図】 【断面図】Ａ-Ａ’断面【拡大図】

洗掘ライン

計画高水位(ＨＷＬ)

被災時水位（ＤＨＷＬ）

根固め工

平水位

被災前河岸

洗堀

太
田
切
川

推進費施行区間

根固ブロック欠損

根固工変状

太田切川

澪筋が左岸に変化

覆土が流出し、
河床洗堀が進行

根固工変状

根固ブロック欠損

写真①

A

A‘

写真②

根継工
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一等水準点 5664H=4.398

3.20

推進費施行区間 L=350m
道路土工
V=3,900m3

写真

舗装工
A=3,730m2

排水構造物工
N=一式

防護柵工
L=310m

排水構造物工 N=一式 排水構造物工 N=一式 排水構造物工 N=一式

防護柵工 L=300m 

冠水範囲 L=200m

仮設工
N=一式

至 石巻市

至 仙台市

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年7月15日～16日の豪雨により一般国道45号で路面冠水が発生し、

2日間の全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に冠水対策工を行うことで再度災害防

止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

宮城県東松島市川下地内

450,000

（１１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道45号）

ヒガシマツシマ カワクダリ

450,000

令和４年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、路面の嵩上げを実施する

写真

【位置図】

宮城県

施行箇所

【平面図】

【広域図】

2500 500 3250

10250

3250 750 500500

1:1.5

1:
1.
5

防護柵工
(転落防止柵)

排水構造物工
(L型側溝)

排水構造物工
(U型側溝)

舗装工
(歩道部)

舗装工
(車道部)

防護柵工
(ガードレール)

排水構造物工(U型水路)

道路土工

【断面図】
Ａ－Ａ´断面

松島町

東松島市

●

施行箇所

45



A

A´

R5.3被災箇所

推進費施行区間 L=86m

擁壁工 L=86m、切土工 V=3,800m3、
排水工 N=1式、植生工 A=770m2、
アンカー工 N=129本、仮設工 N=1式

災害復旧・関連（当年度施行）

至札幌 至留萌

写真

A

A´

擁壁工 L=86m
切土工 V＝3,800m3

アンカー工 N=129本排水工 N=1式

植生工 A=770m2

仮設工 N=1式

用
地
界

用
地
界

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年3月12日に一般国道231号で崖崩れが発生し、2日間の全面通行

止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（擁壁工など）を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道石狩市厚田区厚田

1,340,000

（１２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道231号）

イシカリ アツタ

1,340,000

令和５年３月の崖崩れによる被害を受けた隣接箇所に対して、災害復
旧事業とあわせて、再度災害防止対策として、擁壁工などを実施する

写真

【位置図】

北海道

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

至留萌 至札幌

推進費施行区間
L=86mR5.3被災箇所

災害復旧・関連
（当年度施行）

凡 例

赤 推進費施行箇所

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

施行箇所

留萌市

札幌市

石狩市

231

231



＜落石箇所φ0.1m＞トンネル上部
に落石が確認された

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月5日に一般国道5号で落石が発生した。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（落石防護柵工）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道小樽市張碓地先

400,000

（１３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(一般国道5号)

オタル ハリウス

400,000

令和５年４月の崖崩れ（落石）が発生した箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵工を実施する

写真①

【位置図】

北海道

施行箇所

【平面図】

【広域図】

写真② 写真③

転石箇所

写真①

A

A’

落石箇所

推進費施行区間 L=80m
落石防護柵工 L=80m

黄色着色は
落石斜面範囲

写真③

落石防護柵工

H=3.5m

トンネル部

【断面図】Ａ－Ａ´断面

小樽市

至 函館市

札幌市
施行箇所

第三次医療施設
（手稲渓仁会病院）

写真②

5



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年1月25日に一般国道228号で高潮により盛土流出・路面変状が

発生し、3日間の交通規制を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（擁壁工）を行うことで

再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道檜山郡上ノ国町大安在

250,000

（１４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(一般国道228号)

ヒヤマ カミノクニ オオアンザイ

250,000

令和５年１月の高潮による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、擁壁工を実施する

写真①

【位置図】

北海道

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

一般国道228号

コンクリート
重力式擁壁 H=6m

擁壁工 L=80m

擁壁工 L=80m

写真①

被災延長 L=70m

推進費施行区間 L=80m

Ａ

Ａ’

写真②

舗装のクラックが発生写真②

施行箇所

道立江差病院
えさし

第二次救急医療機関

至 江差町

至 函館市

【広域図】

檜山郡

函館市



横ボーリング工 N=10箇所

吹付法枠工 A=1,000m2

鉄筋挿入工 N=250本

国道19号

推進費施行区間 L=５０ m

⇐ 犀川

崩壊箇所

国道１９号

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月7日～8日の豪雨により一般国道19号で法面表土崩落が発生

した。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付法枠工など）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県東筑摩郡生坂村生坂地先

311,000

（１５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(一般国道19号)

ヒガシチクマ イクサカ

311,000

令和５年５月の法面表土崩落が発生した箇所に対して、再度災害防
止対策として、吹付法枠工などを実施する

写真①

【位置図】

長野県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

施行箇所

至 長野市

至 松本市

至 長野市

写真①

推進費施行区間 Ｌ＝50ｍ
吹付法枠工 A =1,000m2 鉄筋挿入工 N =250本
横ボーリング工 N=10本 仮設工 N =１式

写真②

Ａ’

Ａ

被災範囲Ｌ＝３０ｍ

【平面図】

【広域図】

崩壊箇所

国
道
１
９
号

写真②

至 松本市

19

生坂村



輪島消防署
（町野分署））輪島市

片側交互通行
Ｌ=0.8Km

●

珠洲市

集落（真浦町）

凡例
第2次緊急輸送道路 第3次緊急輸送道路

石川県

施行箇所

被災箇所

落石

×

推進費施行区間
L=80m

落石防護柵工
L=80m

黄色着色は
落石斜面範囲

落石経路

落石防護柵工
L=50m

至輪島市

至珠洲市街地

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月5日の地震により一般国道249号で落石が発生し、5日間の

全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（落石防護柵工）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

石川県

石川県珠洲市真浦町地先

200,000

（１６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般国道249号）

ス ズ マウラ

100,000

令和５年５月の地震による落石被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵工を実施する

写真①
【位置図】

【平面図】

凡 例

赤 推進費施行箇所

青 当年度施行箇所

落石防護柵工(1500kj対応型)
【断面図】Ａ－Ａ´断面

【広域図】

写真②

岩盤剥落後

写真⑤

写真③

写真④

落石斜面

落石斜面

落石斜面

施行箇所

249

249



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月18日に町道西中村広畑線で崖崩れが発生し、全面通行止め

を行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（コンクリート吹付工）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

みなべ町

和歌山県日高郡みなべ町東岩代

120,000

（１７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（町道西中村広畑線）

ヒダカ ヒガシイワシロ

60,000

令和５年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、コンクリート吹付工を実施する

ニシナカムラヒロバタケ

写真

【位置図】

和歌山県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面【平面図】
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津波浸水区域

指定避難所
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至

三
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【広域図】
緊急進入路



四国中央土木事務所◎◎四国中央市役所

四国中央病院（二次救急医療機関）〇

推進費施行箇所

別子山地区と四国中央市中心部を結ぶ重要な路線

別子山地区

四国中央市
中心部

測量法に基づく国土地理院承認（使用）R3JHs963〇

319

11
E11

〇別子山支所

写真

落石防護柵工 L=35m
推進費施行区間 L=35m

至新居浜市

Ｎ

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年3月14日に主要地方道高知伊予三島線で落石が発生し、29日間

の全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（落石防護柵工）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

愛媛県

愛媛県四国中央市富郷町津根山

80,000

（１８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道高知伊予三島線）

シコクチュウオウ トミサト ツネヤマ

40,000

令和５年３月の崖崩れ（落石）による被害を受けた箇所に対して、再度
災害防止対策として、落石防護柵工を実施する

コウ チ イ ヨ ミ シマ

写真

【位置図】

愛媛県

施行箇所

【平面図】

【広域図】

（崖崩れ発生時の状況）

【断面図】Ａ－Ａ´断面

最大転石

転石群

官
民
境
界

発生源

最大転石

転石群

落石防護柵工

既設ｽﾄﾝｶﾞｰﾄﾞ
H=1.5m

約115m

約40m

別子山小・中学校（指定避難所）

官
民
境
界 落石防護柵工

既設ｽﾄﾝｶﾞｰﾄﾞ
H=1.5m

【拡大図】

Ａ´

Ａ



吹付法枠工 A=750m2

至 芦北町

写真
Ａ

Ａ’

推進費施行区間L=50m

ガードレール復旧工
L=20m

至 さかもと温泉センター

至 さかもと温泉センター

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月16日に市道温泉センター線で崖崩れが発生し、13日間の全面

通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付法枠工）を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

八代市

熊本県八代市坂本町川嶽地先

24,000

（１９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道温泉センター線）

ヤツシロ サカモト カワタケ

12,000

令和５年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、吹付法枠工などを実施する

写真

【位置図】

熊本県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面【平面図】

【広域図】

さかもと温泉センター

市道温泉センター線

避難経路

施行箇所

集落 ハ キ

破木地区

施行箇所 さかもと温泉センター

福岡県

長崎県

大分県

宮崎県

鹿児島県



落石径35cm

落石斜面

岩盤剥離跡

落石斜面
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町 道
被災箇所

今回崩落

落石防護網工14,000㎡
推進費施行区間 L=180m

黄色塗りつぶし
落石発生源

既設
なだれ予防柵

既設
なだれ予防柵

既
設
落
石
防
護
網

写真③

写真④

写真②

A
’

写真①

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円）

令和5年3月14日に町道で落石が発生し、落下物除去作業中には片側

通行規制を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（落石防護網工）を行う

ことで再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

林野庁

北海道積丹郡積丹町大字幌武意町 積丹海岸保安林3482林班

255,000

（２０） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（幌武意地区）

シャコタン ホロムイ

令和５年３月の崖崩れ（落石）による被害を受けた箇所に対して、再度
災害防止対策として、落石防護網工を実施する

ホロムイ

255,000 （千円）

【平面図】

施行箇所

北海道

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

落石防護網標準図 写真④
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土木事務所施行範囲
（県道敷）

法枠工 A=1,200m2

二重採択防止線

落石防止工（ロープ伏工） A=400m2

被災範囲

二重採択防止線

至

安
芸
市
街
地

至

畑
山
集
落

安芸川→
A’

A

法枠工 A=1,200m2
落石防止工（ロープ伏工） A=400m2
仮設工 一式 測量設計費 一式

推進費施行区間 L=38m

写真②

写真①

土木事務所施行範囲
（県道敷）

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年3月23日に県道畑山栃ノ木線で崖崩れが発生し、 6日間の全面通

行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（法枠工など）を行うことで

再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

高知県

高知県安芸市畑山字芝居地内

86,000

（２１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

治山事業（芝居地区）

アキ ハタヤマ シバイ

43,000

令和５年３月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、法枠工などを実施する

シバイ

【平面図】

施行箇所

高知県

【位置図】 【断面図】
Ａ-Ａ’断面

凡 例

赤 推進費施行箇所

黄 次年度以降の実施予定（土木事務所施行）

至

安
芸
市
街
地

至

畑
山
集
落 安芸川→

推進費施行範囲
（土砂流出防備保安林）

土木事務所施行範囲
（県道敷）

不安定な土砂及び
岩塊が多く残存

写真①

写真②


